
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

（１）研究の背景と目的 

 製糸工場は養蚕農家が作り出す農業製品である繭を繰糸して，

繊維工業製品としての生糸に変える。生糸の輸出は 60 年間に渡

り日本の総輸出金額の第1位を占め，外貨獲得の中心的な役割を

担い日本の近代化に大きく貢献した 1)。それを支える生糸の生産

量は，最盛期の 1929 年から 1940 年にかけて 4 万トンを超えた
2)。しかしその後，合成繊維が生糸の輸出を大きく後退させた 3)。

さらに第二次世界大戦により輸出は途絶え，製糸工場は国の統制

下におかれて軍需工場に役割を変え，製糸生産は停止状態となっ

た 4)。戦後の蚕糸復興政策で生糸生産が再開され 5)，生産量は戦

前の最盛期の 4 割以上まで回復した 6)。しかし 1960 年代前半か

らの安価な生糸の輸入，そして 1970 年代のオイルショックによ

る景気後退と，洋装化による和装需要の減退により日本の製糸生

産量は急減した。1950年初めに全国305の器械製糸工場が2000

年には2工場へと激減し，現在もそのまま推移している 7)。 

 本研究は戦前戦後に急増急減を繰り返した器械製糸工場に着目

した。中でも，国の復興政策や社会背景そして国際経済といった

内的外的要因で翻弄され急増急減を示し，現在僅か2工場となっ

た戦後の器械製糸工場を対象とし，その変遷と操業停止後の跡地

の現状を明らかにすることを目的とする。全国 305 工場の地域，

業態，工場数変動，跡地の土地利用を分析する。さらに事業継承

状況と製糸工場が残した様々なタイプの痕跡があることを明らか

にすることで，多様な手法で土地の記憶の継承が可能となり，結

果として地域づくりの基礎的な知見が得られる。 

（２）既往研究と本研究の位置付け 

工場跡地の変化に関する研究として香川のものがある。事例か

ら，公害の要因となっていた工場の記憶が消されたことを指摘し

た 8)。また，中野は倉紡を対象として工業系の企業が地域に与え

る影響の大きさを明らかにした 9)。 

製糸工場を対象として跡地利用を分析したものは都市地理学の

視点から前橋市に存在した製糸工場の 1986 年の跡地利用につい

て述べたものが 10)，また前橋市について岡谷市との比較から器械

製糸工場の分布と立地の変遷を述べたものが 11)，そして戦後復興

した群馬県の器械製糸工場の変遷と跡地利用について述べたもの

がある12)。また製糸工場に焦点を当てていないが，製糸工場が多

く存在した都市の変遷について論述したものがある 13)。 

本研究では，工場跡地の変化を全国レベルで俯瞰した時にどの

ような傾向が見られるのか，戦後復興した全国305工場すべてを

対象とし，工場跡地の利用による地域づくりへの基礎的な知見を

得る。 

（３）研究対象と方法 

 研究対象は戦後復興しその数が最も大きくなった 1950 年時点

に全国で操業していた305の器械製糸工場とする 14)。研究方法は

資料調査を中心とし，補足として関係者への聞き取り調査を行っ

た 15)。各工場の名称および操業終了時点での所在地は，農林省蚕

糸局編集・日本蚕糸協会発行の「器械製糸工場名簿」から得た 16)。

工場敷地面積は，農林省蚕糸局による1948年と1967年の報告書

「全国器械製糸工場調」を用いた 17)。工場跡地の位置把握は国土

地理院の地図・航空写真閲覧システム，およびグーグルマップの

ウェブサイトを利用した。各工場の歴史や跡地利用の変遷は事業

主の社史，県史，市町村史，自治体のホームページなどの文献資

料を用いた 18)。製糸工場として継承された痕跡の調査は自治体の

広報資料および教育委員会文化財課，図書館，事業主への聞き取

り調査による 19)。 

 

２．1950年はじめの全国の器械製糸工場の概要 

（１）地域 

 1950年に操業した305工場は日本全国に広く分布し，都道府 

県別では北海道，青森，大阪，沖縄を除く43都府県にあった。

表－1から，都府県別では長野県が59工場，群馬県が31工場と

突出しており，この両県で全国305工場の3割を占めている。こ
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表－1 業態ごとの地域分布 

 

 

表－2 営業製糸（大手）の地域分布 

 

 

表－3 操業工場数の変化 

 

 

のほか10以上の工場があるのは，埼玉，山梨，福島，愛知，熊

本，山形，愛媛である。 

（２）業態 

工場の業態は営業製糸（地方），営業製糸（大手），組合製糸の

3つに分類することができる 20)。 

１）営業製糸（地方） 

最も数が多いのは個人あるいは小資本からなる工場が製糸・販

売する営業製糸（地方）で 157 工場あり，全工場数の 52％を占

める（表－1）。営業製糸（地方）は単一の工場を持つことが多く， 

複数の工場を持つ場合でも同一の市内あるいは県内に持つことが

多い。最も多い長野県が全国の約 2 割 30 箇所あるが，そのうち

17箇所が岡谷市である。そのほか群馬県は17箇所中7箇所が前

橋市，茨城県は6箇所中5箇所が古河市であり，特定の市に集中

している。 

２）営業製糸（大手） 

大資本による営業製糸（大手）は農家から繭を買い入れて製糸・

販売する事業を全国レベルで展開する。8社89工場あり31都府

県に分散していた（表－2）。片倉の33工場（22都県）とグンゼ

の24工場（19県）で営業製糸（大手）89工場の6割以上を占め

ていた。片倉は東北と関東だけで 15 工場あり，中でも埼玉県は

最も多い4 箇所となっている。これに対してグンゼは兵庫県の 3

箇所が最も多く，近畿，中国四国，九州の3地域で15工場あり，

所有する 24 工場の 6 割以上を占める。片倉は東京を本店に会社

設立をしている21)。またグンゼは京都府綾部を起点にして事業展

開してきた 22)。これが工場の分布状況に起因すると考えられる。 

３）組合製糸 

組合製糸は養蚕農家が自己の繭で座繰りにより生糸を生産し，

共同の設備で揚げ返しをして出荷・販売し，その利益を分け合う

組織として始まり，1900年に制定された産業組合法に基づいてい

る 23)。本研究では戦後復興した器械製糸工場で農業協同組合の業

態を持つ組織など，養蚕農家からの出資により事業を進めた業態

を組合製糸とした。組合製糸の工場数は59で全工場数の19％で

ある。組合製糸は長野県に 22 工場あり突出している。歴史的に

も最初に営業製糸に対抗する組合製糸が見られたのは長野県伊那

地方である。特に上伊那郡と下伊那郡で集中的に組合製糸が誕生

した 24)。1915 年に上伊那で発足した「龍水社」は，戦後の復興

のあと1997年まで製糸事業を存続させた 25)。群馬県も「上州南

三社」と呼ばれた組合製糸が大きな影響を持ち伊那地方の組合製

糸の経営手法を取り入れて発展させた 26)。また岐阜県は9工場の

うち 7工場が組合製糸である。これは終戦直後の 1946年に中小

企業協同組合法による岐阜県蚕種協同組合の設立が影響したした

と考えられる 27)。こうした組合製糸の存在が，器械製糸工場を多

く持つ長野，群馬両県において営業製糸（大手）の進出の割合を

抑えていると考えられる。片倉は長野県に1工場，群馬県に1工

場であり，グンゼは長野県には工場がなく，群馬県に1工場ある

のみである（表－2）。 

（３）操業工場数の変化 

表－3 の操業工場数の変動は，1950年から2010年まで 10 年

ごとに区切った年の年初に操業していた工場数で示した。操業停

止の時期について工場の社史や存在した県市町村史等の資料など

に記載のない場合は，器械製糸工場名簿から削除された年を用い

た。工場総数の変動については 1960 年代に大きく減少しその後

も下落傾向が続き，更に1980年からの10年間で激減した。これ

は1962年からの生糸の輸入自由化の影響とされている 28)。更に

1973 年のオイルショックによる景気低迷から着物の需要が減退

した影響に加えて，1985年のプラザ合意による急速な円高の影響

で増加した低価格な輸入生糸に対抗できず，操業停止に追い込ま

れる器械製糸工場が増えて行った 29)。2010 年には操業する製糸

工場は群馬県と山形県の1工場ずつの僅か2工場となった。この

2 工場は 2020 年時点で操業を続けている。業態別の変動を見る

と，営業製糸（大手）が 1980 年代に製糸事業から撤退したこと

を示している。また組合製糸は 1950 年の工場数からの減少が比

較的に緩やかであると言えよう。 

（４）器械製糸工場の跡地の現在の土地利用 

器械製糸工場が操業停止すると工場は解体し撤去され，その跡

地は様々な利用形態となって行った。そのまま工場建物を再利用

するケースもあるがその数は少ない。跡地利用形態は主に5つに

分けることができる。表－4は 5つの利用形態と業態を示してい

る。住宅地，商業施設，工場，公共施設で全体の9割を占め，残

りの1 割がその他の利用形態となっている。さらに，5つの土地

利用形態の内容を表－5にまとめた。 

住宅地として跡地利用されているのは 82 工場の跡地で全体の

27％にあたる。営業製糸（地方）の跡地は住宅地として利用され

ている割合が高い。住宅地は戸建て住宅と集合住宅に分けられる。 

商業施設として跡地利用されているのは72工場の跡地で全体 

の24%にあたる。業態別では営業製糸（大手）による跡地利用形 

長野 群馬 埼玉 山梨 福島 愛知 熊本 山形 愛媛 岐阜 茨城 新潟 三重 その他 合計

営業製糸（地方） 30 17 14 12 9 9 7 10 6 0 6 3 6 28 157

割合（ n=157) 19.1 10.8 8.9 7.6 5.7 5.7 4.5 6.4 3.8 0.0 3.8 1.9 3.8 17.8 100.0

営業製糸（大手） 7 6 6 4 5 1 6 2 1 2 2 2 0 45 89

割合（n=89) 7.9 6.7 6.7 4.5 5.6 1.1 6.7 2.2 1.1 2.2 2.2 2.2 0.0 50.6 100.0

組合製糸 22 8 0 2 1 3 0 0 4 7 0 2 0 10 59

割合（n=59) 37.3 13.6 0.0 3.4 1.7 5.1 0.0 0.0 6.8 11.9 0.0 3.4 0.0 16.9 100.0

合計 59 31 20 18 15 13 13 12 11 9 8 7 6 83 305

割合（n=305) 19.3 10.2 6.6 5.9 4.9 4.3 4.3 3.9 3.6 3.0 2.6 2.3 2.0 27.2 100.0

上段：箇所，下段：％

長

野

群

馬

埼

玉

熊

本

福

島

岩

手

山

梨

京

都

兵

庫

島

根

岡

山

大

分

そ

の

他

合

計

片倉 2 1 4 1 1 3 2 0 1 1 1 1 15 33

グンゼ 0 1 1 1 2 0 1 2 3 1 2 1 9 24

鐘紡 1 1 0 2 1 0 1 1 0 0 0 0 2 9

昭栄 3 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 7

神栄 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 1 5

神戸生糸 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4

日本レイヨン 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 1 5

東邦レイヨン 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

合計 7 6 6 6 5 4 4 4 4 4 4 4 31 89

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010

営業製糸（地方） 157 138 82 66 20 5 1

営業製糸（大手） 89 70 39 24 1 0 0

組合製糸 59 55 38 32 11 2 1

合計 305 263 159 122 32 7 2
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表－4 業態ごとの跡地利用 

 

 

態として最も大きな割合を示し，組合製糸の割合が少ない。 

製糸工場の跡地が製造業の工場として利用されているのは 60

工場の跡地で全体の20%にあたる。工場としての利用形態は地域

分布に特徴がある。中部地方で 24 箇所と多く，その中で長野県

では19箇所であり工場としての跡地利用総数60の32%を占める。

長野県に次ぐ製糸工場数を持つ群馬県は 6 箇所（19%）であり，

3番目の埼玉県は2箇所（3%）である。 

製糸工場の跡地が公共施設として利用されているのは 56 工場

の跡地で全体の18%にあたる。自治体が運営あるいは管理委嘱す

る施設は多様である。また業態による大きな差はない。 

上記4つの利用形態に当てはまらない利用形態を「その他」と

した。その他として利用されているのは 35 工場の跡地で全体の

11％にあたる。 

 

３．事業継承と製糸工場痕跡 

 表－6は305箇所の器械製糸工場の跡地において，その場所に

製糸工場が存在したことを伝える痕跡についてまとめたものであ

る。操業の継続のほかに痕跡は文化財指定等建造物，未指定の建

造物，名称やデザイン，記念碑の4つの形態に分けることができ

た。305工場のうち，現在も操業を継続しているのが2箇所，文

化財に指定されている建造物が 14 箇所，未指定の建造物が 6 箇

所，記憶を継承する名称やデザインを残す場所が 17 箇所，そし

て記念碑を残す場所が12箇所だった。 

（１）操業継続している２工場 

現在も操業している現役の製糸工場が2つある。 

 一つ目は群馬県安中市松井田にある碓氷製糸である。1959年に

営業製糸（地方）であった東邦製糸の事業を引き継いで，地元養

蚕農家の出資金を元に碓氷製糸農業協同組合として事業を始めた。

2015 年時点では日本国内で生産された繭 135トンの 6割を全国

から集荷して生糸に繰糸していた 30)。しかし，養蚕農家の減少か

ら地区を存立基盤とする農業協同組合の形態の維持が困難となり，

群馬県，安中市，富岡市など行政の支援も受け，2017 年 5 月に

碓氷製糸株式会社に組織変更した 31)。多様な太さの糸の需要など

中小規模の工房の要求に応じられる製糸専業の会社が現在も維持

されている。 

 二つ目は山形県酒田市にある松岡株式会社である。明治5年に

旧庄内藩士が現在の山形県鶴岡市での松が岡開墾事業に参加した

ことを手始めとして，養蚕から製糸へと事業展開したのが会社の

起源とされる 32)。現在では旅客機用厨房設備などの機械部品が会

社の主力商品であり，鶴岡市や村山市にも工場がある。製糸分野 

は酒田市の本社工場にあり生糸の売り上げは会社全体の 3％程度

であるが，製糸は会社の原点であるとしている 33)。国産繭を作る

東北地方の養蚕農家と京都の着物製造業者と連携して「松岡姫」 

ブランドの生糸を生産している。 

表－5 跡地利用の内容 

 

 

（２）文化財指定等の建造物 

製糸工場の跡地に残された建造物で文化財として指定あるいは

登録されて，展示施設として公開されているものがある。文化庁

管轄関連に加えて，経済産業省による近代化産業遺産に認定され

ている事例も加えた。 

１）展示施設 

 製糸工場であったことを伝える展示施設が6件ある。 

 世界文化遺産に登録された群馬県富岡市にある富岡製糸場の繰

糸場と二つの繭倉庫は国宝に指定されている。1987年の製糸場操

業停止後も，事業主であった片倉が工場建物の文化財としての価

値を認めて，富岡市に譲渡するまで保全管理を続けたことが世界

遺産に繋がったとされる 34)。さらに片倉関連の建物として，埼玉

県熊谷市の工場跡地に繭蔵を利用した「片倉記念館」がある。1994

年に熊谷工場の操業停止後，2000年にイオン熊谷店を核とするシ

ョッピングセンター「片倉フィラチャー」を開業すると同時に，

敷地の一角に製糸関連の歴史資料や機械器具を展示する記念館を

設置した。記念館に使われたのは木造2階建ての繭蔵2棟であり

工場敷地内で曳家されている。2007年に近代化産業遺産として認

定された 35)。 

 片倉と並ぶ営業製糸（大手）であるグンゼでは，創業地の京都

府綾部市本工場敷地内に「グンゼ記念館」がある。記念館建物は

1917年建造の本社事務所であり1950年に記念館として発足し今

日まで続いている。日本建築学会から保存指定を受け，2007年に

近代化産業遺産として認定された 36)。館内には創業者室，製糸関

連錦絵などが展示され公開されている。 

 営業製糸（地方）の展示施設では長野県上田市の「常田館製糸

場」がある。笠原組常田館製糸場は 1900 年創業の製糸工場で，

戦後笠原工業として復興したが，1984年に上田工場での製糸部門

は操業を停止した。電子部品製造設計工場を主とする上田工場内

の敷地に，製糸場関連施設が 15 棟残され，その中で 5 階建て繭

倉庫を含む 7 棟が国の重要文化財に指定され公開されている 37)。

高知県安芸郡奈半利町には藤村製糸記念館がある。1917年創業の

藤村製糸は2005年まで操業を続けた。操業停止前の2000年に繭

蔵など 3 棟の工場建物と石塀が国の登録有形文化財となったが，

繭蔵１棟と石塀を残して撤去され，跡地に太陽光発電用のパネル

が設置されている。現在は残された繭蔵と石塀が 2007 年に近代

化産業遺産にも認定されている 38)。長野県岡谷市には国の登録有

形文化財である「旧山一林組製糸事務所」がある。山一林組は1927

年の 19 日間に渡る労働争議で歴史に名を残している 39)。戦後ミ

ハト製糸として復興した後，信栄工業と名を変えて精密工業も含 

住

宅

地

商

業

施

設

工

場

公

共
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設

そ

の
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合

計

営業製糸（地方） 52 38 33 25 9 157

割合（ n=157) 33.1 24.2 21.0 15.9 5.8 100.0

営業製糸（大手） 14 26 16 18 15 89

割合（n=89) 15.7 29.2 18.0 20.2 16.9 100.0

組合製糸 16 8 11 13 11 59

割合（n=59) 27.1 13.6 18.6 22.0 18.7 100.0

合計 82 72 60 56 35 305

割合（n=305) 26.9 23.6 19.7 18.4 11.4 100.0

上段：箇所，下段：％

跡地利用 工場数 内容

住宅地 82
戸建て住宅　造成戸建住宅地（ニュータウン）　集合住宅（マン

ション、団地）　定住促進住宅　震災復興住宅

商業施設 72

大規模商業施設（ショッピングモール、ショッピングセンター）

スーパーマーケット　ホームセンター　ドラッグストア

ディスカウントストア　家電量販店ゴルフ場　スポーツセンター

パチンコ店　ボーリング場　パチンコ店　自動車販売店

立体駐車場

工場 60

製糸　繊維（アパレル・縫製、メリヤス、染色、不織布）

電子部品（半導体、コンデンサー）　機械部品　自動車部品

食品　建設資材・住宅設備　印刷包材　医療用機器　水耕栽培

リネンサプライ

公共施設 56

博物館　市役所　郵便局　学校　音楽ホール　病院　介護施設

図書館　公民館　福祉会館　公園　イベント広場　保育園

多目的ホール　文化会館

その他 35

JA施設（農協事務所、婚礼葬祭事業）　ソーラー発電施設

物流センター（倉庫、配送）廃屋（工場建物）　空地　農場

研究施設
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表－6 製糸工場の痕跡 

 

 

痕跡 件数 現状 活用状況 操業時の製糸工場 場所（県市町村） 業態

碓氷製糸（現役の製糸工場） 非公開 碓氷製糸農業協同組合 群馬県安中市 組合製糸

松岡（現役の製糸工場） 非公開 松岡株式会社 山形県酒田市 営業製糸（地方）

世界遺産富岡製糸場（繰糸場と繭蔵は国宝） 公開 片倉工業富岡工場 群馬県富岡市 営業製糸（大手）

片倉シルク記念館（近代化産業遺産） 公開 片倉工業熊谷工場 埼玉県熊谷市 営業製糸（大手）

グンゼ記念館（近代化産業遺産） 公開 グンゼ本工場 京都府綾部市 営業製糸（大手）

常田館製糸場（繭蔵等7棟が国指定重要文化財） 公開 笠原工業上田工場 長野県上田市 営業製糸（地方）

藤村製糸記念館（繭蔵と石塀が国の登録有形文化財） 公開 藤村製糸 高知県安芸郡奈半利町 営業製糸（地方）

旧山一林組製糸事務所（近代化産業遺産） 公開 信栄工業 長野県岡谷市 営業製糸（地方）

亀谷商事本館（国の登録有形文化財） 非公開 飯島製糸 茨城県古河市 営業製糸（地方）

碓氷本社事務所（県指定重要文化財） 非公開 グンサン原市工場 群馬県安中市 組合製糸

旧上毛モスリン事務所（県指定重要文化財） 非公開 神戸生糸館林工場 群馬県館林市 営業製糸（大手）

多勢丸中住宅（国の登録有形文化財） 非公開 多勢丸中製糸 山形県南陽市 営業製糸（地方）

谷口家住宅（国の登録有形文化財） 非公開 谷口製糸所 茨城県桜川市 営業製糸（地方）

若林家住宅（国の登録有形文化財） 非公開 若林製糸紡績 滋賀県彦根市 営業製糸（地方）

旧官営新町屑糸紡績所（国の重要文化財） 非公開 鐘紡新町工場 群馬県高崎市 営業製糸（大手）

旧山上宮坂製糸所（近代化産業遺産） 非公開 進行社製糸 長野県岡谷市 営業製糸（地方）

グンゼ福知山配送センターの門衛所，事務所棟，繭蔵 非公開 グンゼ福知山工場 京都府福知山市 営業製糸（大手）

日本機械工業の事務所棟，蚕室 非公開 片倉八王子工場 東京都八王子市 営業製糸（大手）

亀山製糸室山工場跡 非公開 亀山製糸室山工場 三重県四日市市 営業製糸（地方）

煉瓦造りの煙突 非公開 須藤製糸本部工場 茨城県古河市 営業製糸（地方）

大煙突の一部 公開 熊本製糸 熊本県熊本市 営業製糸（地方）

石造り正門と煉瓦塀 公開 片倉製糸小城工場 佐賀県小城市 営業製糸（大手）

コクーンシティ 公開 片倉工業大宮製糸所 埼玉県大宮市 営業製糸（大手）

熊谷片倉フィラチャー 公開 片倉工業熊谷工場 埼玉県熊谷市 営業製糸（大手）

加須カタクラパーク・ショッピングセンター 公開 片倉工業東武製糸所 埼玉県加須市 営業製糸（大手）

いわき片倉フィラチャー 公開 片倉工業平工場 福島県いわき市 営業製糸（大手）

松江片倉フィラチャー 公開 片倉工業松江工場 島根県松江市 営業製糸（大手）

宮之城片倉フィラチャー 公開 片倉工業宮之城工場 鹿児島県薩摩郡さつま町 営業製糸（大手）

片倉グラウンド，片倉ちびっ子広場 公開 片倉工業関工場 岐阜県関市 営業製糸（大手）

「片倉前」バス停 公開 片倉工業千厩工場 岩手県一関市 営業製糸（大手）

ホームコクーン（介護施設） 非公開 小国蚕糸興業 福島県伊達郡桑折町 営業製糸（地方）

シルピア・ショッピングスクエア 公開 日本シルク本社工場 埼玉県東松山市 営業製糸（地方）

シルクホテル 公開 中田製糸 長野県飯田市 営業製糸（地方）

シルクパーク（公園） 公開 グンサン中之条工場 群馬県吾妻郡中之条町 組合製糸

マルベリー・ソーラーファーム 非公開 筒井製糸鴨嶋工場 徳島県吉野川市 営業製糸（地方）

蚕糸記念公園 公開 グンゼ桑折工場 福島県伊達郡桑折町 営業製糸（大手）

蚕糸資料館 公開 高知県生糸農協 高知県高岡郡越知町 組合製糸

郡上市総合スポーツセンター（繭形状の屋根） 公開 郡上蚕糸販売農協 郡上蚕糸販売農協 組合製糸

我孫子市南口公園の繭形状の境界ブロック 公開 石橋製糸 千葉県我孫子市 営業製糸（地方）

石碑・銅板プレート（工場全景と沿革） 公開 片倉工業岩出山工場 宮城県大崎市 営業製糸（大手）

石碑「郡上蚕糸碑」（工場全景と沿革） 公開 郡上蚕糸販売農協 郡上蚕糸販売農協 組合製糸

木製案内板（工場歴史と跡地利用の経緯） 公開 グンサン藤岡工場 群馬県藤岡市 組合製糸

石碑「高姫社跡地の碑」（工場の歴史） 公開 組合製糸高姫社 長野県北安曇群池田町 組合製糸

石碑「純粋館の碑」（工場の歴史） 公開 純粋館組合製糸場 長野県小諸市 組合製糸

スレート案内板「東行社跡」（北水社の前身） 公開 組合製糸北水社 長野県須坂市 組合製糸

石碑「平和館跡の碑」（工場の歴史） 公開 平和館秋山製糸所 山梨県西八代郡市川三郷町 営業製糸（地方）

石碑「鏡繭糸発祥の地」（工場の歴史） 公開 高知県生糸農協 高知県香美市 組合製糸

石碑と煙突（ミニチュア） 公開 北宇和蚕糸販売農協 愛媛県北宇和郡鬼北町 組合製糸

「蚕霊之碑」 公開 グンゼ双三工場 広島県三次市 営業製糸（大手）

「蚕霊供養塔」 公開 佐久蚕糸販売農協 長野県佐久市 組合製糸

「蚕霊塔」（1925年建立） 公開 石橋製糸我孫子工場 千葉県我孫子市 営業製糸（地方）
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め事業を多角化したが 1972 年に廃業した。その跡地に残る事務

所は2005年に近代化産業遺産に認定された 40)。建物は機織・染

色などの体験型展示施設である「岡谷絹工房」として利用され 

ている。 

２）その他 

 展示施設としてではなく製糸工場の事務所が文化財として残さ

れている例もある。茨城県古河市の「亀谷商事本館」は国の登録

有形文化財である。営業製糸（地方）である飯島製糸は古河市内

に2箇所の工場を持ち，その第二工場跡地に旧本社事務所兼住宅

が残っている 41)。また群馬県には文化財である製糸工場事務所が

2 箇所ある。一つは群馬県最初の組合製糸であった旧碓氷本社事

務所である。グンサン原市工場の敷地の一角にあり，1905年築の

和風の建物は県の重要文化財に指定されている 42)。また営業製糸

（大手）の神戸生糸館林工場が事務所として使っていた「旧上毛

モスリン事務所」も，工場敷地跡北側に曳家されており県の重要

文化財である 43)。 

 また3件の製糸工場事業主の邸宅が登録有形文化財となってい

る。山形県南陽市にある多勢丸中邸は洋館と座敷棟が共に国の登

録有形文化財である 44)。1911年創業の多勢丸中製糸は1963年に

製糸工場から機械部品加工工場に転換し，事業主邸宅はその敷地

内にある。南陽市一帯は多勢一族の4工場が勢力を持ち，多勢丸 

中はその 1 つであった 45)。茨城県桜川市にある谷口家住宅は，

1880 年創業で真壁地区の有力な製糸工場となった谷口製糸所の

事業主の屋敷である 46)。滋賀県彦根市には若林家住宅の洋棟と座

敷棟がある 47)。若林家は若林製糸紡績の事業主で，工場敷地の一

角に邸宅を構えた。 

 現在工場として使用されながら製糸工場の痕跡を残すものが群

馬県高崎市にある「旧官営新町屑糸紡績所」で国の重要文化財と

なっている。近隣の富岡製糸場などから出る屑繭や屑糸を使い絹

の紡績糸を作る工場で，1911年に鐘紡が買収し事業を引き継いだ。

そのあと食品部門の工場となり，現在はアイスクリーム工場とな

っている 48)。また長野県岡谷市にある「旧山上宮坂製糸所」の工

場建物と事務所は近代化産業遺産に認定されている。1874年の操

業で戦後は進行社製糸として再興したが，1960年の操業停止後の

建物は現状変更することなく残されている 49)。 

（３）未指定の建造物 

 文化財として指定あるいは登録されていない建造物で製糸工場

の痕跡を残すものは６件確認することができた。 

 京都府福知山市のグンゼ福知山工場は 1983 年の操業停止後は

メリヤス縫製工場に転用された。2010年に工場としての役割を終

え，グンゼ福知山配送センターとしてパジャマなどアパレル製品

の保管と配送の機能を担っている。敷地内に製糸工場時代の建物

である 1928 年築の門衛所，事務所棟，2 つの繭蔵が残されてい

て，そのまま現在も守衛室，事務所，倉庫として使用されている。

それらの建物施設は文化財としての指定・登録はされていないが，

取り壊す予定はないという 50)。東京都八王子市にあった片倉工業

八王子工場は 1950 年の操業停止後，片倉の系列会社で消防自動

車を製造する日本機械工業八王子工場となっている。敷地には製

糸工場時代の事務所棟や蚕室などが残っているが文化財として登

録されていない。今後改築費用の目途が立てばこれらの建物は取

り壊されるという 51)。三重県四日市市の亀山製糸室山工場は富岡

製糸場を模範とした工場とされ 1995 年まで操業していた。跡地

に残った製糸工場建造物群は所有者の新規事業計画もあり，文化

財指定することなく 1999 年にほとんどの建物が取り壊された。

しかし地元の意向を受け一部の建物が残された 52)。  

 製糸工場建物の一部分が残されている例もある。茨城県古河市

の須藤製糸本部工場は渡良瀬川の河岸に立地し，1981年の操業停

止後に工場は解体撤去され現在は河川敷ゴルフ場となっている。

そのクラブハウスの一角に製糸工場時代の煉瓦積みの煙突が残さ

れている。渡良瀬川をテーマにした日本遺産に応募する際に，そ

の煙突がストーリー構成文化財として組み入れられたが，結果と

して認定に至らなかった 53)。熊本県熊本市の熊本製糸は1980年

の操業停止後，跡地に製糸工場時代の煙突の一部を記念碑と共に

残している。高さ 60m の煙突の根本部分 6m がイオン熊本中央

店の駐車場の片隅にある。製糸から不動産事業に転進した事業主

は今後もこの煙突の現状を維持する意向である 54)。佐賀県小城市

の片倉製糸小城工場跡地は現在 JA 施設のミカン選果場および葬

祭場となっているが，製糸工場の正門と煉瓦塀の一部が残されて

いる 55)。 

（４）記憶の継承（名称とデザイン） 

 跡地にできた建物施設に製糸工場が存在した記憶に繋がる会社

や製糸に関連する名称をつける事例を 15 件確認できた。名称と

して繭，製糸，絹の英語読みである「コクーン」，「フィラチャー」，

「シルク」などが使われている。営業製糸（大手）の片倉は埼玉

県大宮市にあった約 15 万㎡の工場敷地跡に開発した大規模商業

施設を「コクーンシティ」と名付けた。片倉は埼玉県熊谷市，福

島県いわき市，島根県松江市，鹿児島県薩摩郡さつま町の各工場

跡地に建設した商業施設を「フィラチャー」と名付け，埼玉県加

須市の跡地には「加須カタクラパークショッピングセンター」を

つくった 56)。同じく片倉関連で岐阜県関市の工場跡は広場となり，

市が管理運営する「片倉グラウンド」と「片倉ちびっ子広場」と

なっている。また岩手県一関市の工場跡地は空地となっているが

旧正門の前に「片倉前」バス停がある。福島県伊達郡桑折町の営

業製糸（地方）であった小国蚕糸興業の跡地には，特別養護老人

ホーム「ホームコクーン」がある。埼玉県東松山市の日本シルク

本社工場の跡地には，スーパーのヤオコーを核とした商業施設「シ

ルピア・ショッピングスクエア」がある。長野県飯田市の中田製

糸は操業停止の後，ホテル事業に転換し「シルクホテル」を運営

している。組合製糸では群馬県中之条町のグンサン中之条工場跡

は，町の防災拠点となる公園であり「シルクパーク」と名付けら

れた 57)。徳島県吉野川市の筒井製糸の工場跡地では太陽光発電パ

ネルが敷かれ，「マルベリー（蚕の餌となる「桑」の意味）ソーラ

ーファーム」の名称が使われている。「蚕糸」の名称が工場跡地で

使われている例もある。福島県のグンゼ桑折工場跡地には「蚕糸

記念公園」があり，高知県生糸農協の工場跡地には「蚕糸資料館」

がつくられた。 

 またデザイン（意匠）が製糸工場の記憶の継承に生かされた例

も2件確認できた。岐阜県郡上市の郡上蚕糸販売農協の工場跡に

は，繭をモチーフとした形状の屋根を持つ郡上市総合スポーツセ

ンターが建設された 58)。また千葉県我孫子市の石橋製糸工場跡は

商業施設と公園になったが，行政からの提案で公園側の歩道と車

道を分ける境界ブロックに繭の形状が適用された 59)。 

（５）記念碑 

 跡地に残る記念碑の多くは製糸工場の沿革や歴史的背景につい

て触れている。石材に文字を刻むものであったり，銅板にレリー

フが施されたり，質素な木製やスレート製の案内板形式のもので

あったり，その使われる材料や形状も様々である。宮城県の片倉

工業岩出山工場の跡地は公園になっているが，記念碑には操業時

の工場の全景が描かれている。群馬県のグンサン藤岡工場では木

製案内板から工場の統合の歴史と跡地が造成住宅地となった経緯

が記されている。また記念碑は面積を取ることなく設置されてい

る。山梨県の平和館秋山製糸所の記念碑は跡地の一角に建つ郵便

局の横にあり，高知県生糸農協の工場の記念碑も，跡地にある高

知県種苗緑化協同組合の施設の横にある。愛媛県の北宇和蚕糸販

売農協の記念碑は特徴があり，跡地に工場取り壊しの際の煉瓦を

用いて工場の煙突のミニチュアを残している 60)。蚕からつくられ
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る繭を原料として使う製糸工場特有のものとして，蚕の霊を供養

する記念碑がある。広島県三次市のグンゼの工場跡にある JA 施

設の一角には「蚕霊の碑」があり，長野県佐久市の佐久蚕糸販売

農協の工場跡地には「蚕霊供養塔」がある。また千葉県我孫子市

の石橋製糸跡地にあるのは 1925 年建立の「蚕霊塔」であり，そ

の呼称は多様である。 

 

４．おわりに 

 本研究では戦後一気に復興した後，減少を続け現在2工場が残

るだけになった器械製糸工場について，1950年時点で操業してい

た工場の地域分布，事業者の業態，工場跡での現在の土地利用を

把握した上で，跡地で製糸工場として継承されている痕跡につい

て明らかにした。 

 製糸工場の跡地で文化財指定を受けた繭蔵などの建物が，博物

館や展示施設として公開されながら保存されている。また工場敷

地内に残る製糸事業主の住宅が文化財となる例もある。しかし登

録有形文化財となった後に撤去されている例も見られる。未指定

の建造物では，今後の事業計画など所有者の意向で文化財指定を

見送る状況もある。また業務用の建造物として大切に使い続ける

例もある。文化財指定・登録は保存のために有力な手段であるが，

それだけでは十分でないことも示している。これら残されている

製糸関連建造物の多くは営業製糸関連であり，組合製糸のものは

ほとんど残されていない。組合製糸における事業継承の困難さに

よるものと考えられる。 

 記憶の継承では，営業製糸（大手）の片倉が自身の不動産事業

で運営する商業施設に，蚕糸に関わる名称を使用している。営業

製糸（地方）の継承事業の施設でも同様の例が見られる。繭の形

状を使ったデザインを用いて製糸工場跡地を表す工夫も見られた。

記念碑は継承事業を残せなかった組合製糸でより多く見られる。

蚕の霊を供養する記念碑は製糸事業特有のものである。 

歴史から学び次代に継承していくという視点で，戦前に日本の

近代化を担い，戦後劇的に復興した器械製糸工場の持つ有形無形

の痕跡は貴重な地域の遺産である。本研究で製糸工場関連建造物

や名称などの様々な痕跡が事業者の意思や行政のサポートにより

残されていることが明らかになった。しかし地域づくりの視点か

ら，それらの痕跡の活用は十分ではないと思われる。地域の歴史

として「製糸のまち」であったことを，市民と行政の知恵で地域

振興に繋げる余地があると考えられる。 

本論文で研究対象とした器械製糸工場の跡地と鉄道駅や商店街

との位置関係，そして跡地における土地利用制度などの立地条件

が，跡地利用の実態や事業の継承にどう影響するかを考察するこ

とは今後の課題である。 
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